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28 Feb - 1 Mar 2005, 
Univ. Southampton, UK 
Berlin 3 Open Access:
Progress in Implementing the Berlin Declaration on Open Access to 
Knowledge in the Sciences and Humanities 
29 – 31 Mar 2006, Golm, 
Germany 
Berlin 4 Open Access:
From Promise to Practice
19 – 21 Sep 2007, 
Padua, Italy 
Berlin 5 Open Access
From Practice to Impact: Consequences of Knowledge Dissemination
11 – 13 Nov 2008, 
Düsseldorf, Germany 
Berlin 6 Open Access: 
Changing Scholarly Communication in the Knowledge Society 
ここで「ベルリン宣言」が採択
ベルリン宣言(Berlin Declaration)
ベルリン宣言は，2003年にベルリンで開催された会議で採択された。
これもBOAI (注： Budapest Open Access Initiative)をフォローす
るものであるが，オープンアクセスの定義に関してはベセスダ宣言を
引用している。
ベルリン宣言を実現するために各機関は所属する研究者に，
（１）論文をオープンアクセスリポジトリにデポジットすることを
「要求」し，（２）適当なオープンアクセスジャーナルが存在する場
合には論文を投稿することを「推奨」する機関ポリシーの採用を推奨
している。
2008年5月12日現在，250の機関が署名している。
（DRF-wiki 用語集より）

IRのコストと効果
助成機関のOAに関する方針
学会のOAに関する方針
学会のOAに関する方針
助成機関のOAに関する方針
助成機関のオープンアクセスに関する方針
(Keynote2, Plenary Session7)
? 米・NIH：論文公表から12ヶ月以内に、PMCに登録という方
法でオープンアクセスにする
? European Commission (EC)
– Framework Program7(FP7)で2008年8月以降に助成を決定し
たプロジェクトは、分野により定められた期限内に成果をオープンア
クセスにする
? ６ヶ月以内：health, energy, environment, information & 
communication technology, research infrastructures
? 12ヶ月以内：socio-economic science and humanities, science 
in society
? European Research Council (ERC)
– FP7助成のプロジェクトは、6ヶ月以内にPubMedCentralやarXiv、
あるいは機関リポジトリなどで著者最終稿（査読済）か出版社版を公
開する
学会のオープンアクセスに関する方針
(Plenary Session6)
?論文
– American Physical Society
?出版社版OK，エンバーゴもなし
?研究成果（データ）
–後述 (reproducible research)
IR costs and benefits: towards a model
(Plenary Session3: Frederick Friend)
? コストに関する報告 （いずれも2008年）
– DRIVER project レポート“The Business of Digital Repositories”
? 導入コストはピンからキリまで（フリーのソフトウェアを使用しても様々）
? 維持コスト＞導入コスト の場合も多い
– UK LIFE project レポート
? コスト分析の方法についての詳細
– JISC “Keeping research data safe” project レポート
? 効果に関する報告
– “大学の研究成果の広報に役立っている” “引用件数が増えた” といった評価
はあっても、具体的な分析はされていない
– 学術的な効果としても”所蔵していない雑誌の論文が読めた” といった個々
の評価に留まる
? コストと効果の関係についての研究も必要！
Open Access Publications
(Plenary Session2, 3)
– BioMed Central
– SciELO
– MedKnow (India)
? 出版にかかる費用（査読，編集など）は，他の雑誌と同様にかかる。
– 著者負担（研究費用に含まれる）
– 学会負担（会議費用に含まれる）
– 機関（大学など）負担
– 公的資金 …複合モデルもあり
? Open Access Scholarly Publishers Association(OASPA) で，OA出版のビジネス
モデルが研究されている
? Sponsoring Consortium for Open Access Publishing in Particle 
Physics (SCOAP3)
– 高エネ物理分野のオープンアクセスを推進するためのコンソーシアム
– 費用負担を世界中の高エネ物理の研究機関等に求めている
– 56％＝€5,600,000 を達成予定 （Berlin5の時は25%）
Reproducible Research
? KeyNote1
– MS OfficeのAdd-in, Office Live WorkspaceなどによるeScienceデータの共有
? KeyNote3
– オープンアクセスにより，科学文献のあり方が変わった。→プレプリント（＝非公式な出
版？），RRへ
– semantic webでのオープンアクセスが成功への道
? KeyNote4
– 研究の様々な過程についてオープンアクセスの利点と問題点を検証，学者・コンピュー
タ技術・政策それぞれとオープンアクセスの現状について
? Plenary Session1
– Blog, wikiを利用した研究情報公開の実例
? Plenary Session4
– 文書の交換，共有を可能にするための規格 （ODF:ISO26300, OOXML:ISO29500）
? Plenary Session5
– RRの利点，問題点の，研究情報の公開方法（雑誌の創刊，既存の雑誌webページへ
の機能追加など）
Open Access の進化？
?論文のOA
– 機関リポジトリ
– OA出版
?研究データ、手法のOA
（＝RR, eScience）
– blog
– wiki （open or 制限つき）
– データや手法の掲載を意識
した雑誌の創刊コメントの付与など、web2.0的アプローチ
○ 研究の加速
○ コミュニティの形成
－ データフォーマット基準の必要性
－ コメント含め 情報の質
－ 情報の帰属先
OpenWetWare
生物学者のためのWiki
・閲覧はフリー
・編集するには、登録が必要
アクセス 4,000,000／月
訪問者 100,000／月
登録ユーザ 5,000人
ポスターセッション
http://mitizane.ll.chiba-u.jp/metadb/up/irwg13/Berlin6_poster_DRF.pdf
Berlin6で気になったこと，コメント
? 海外（=ヨーロッパ？）では，オープンアクセスの対象は論文
だけではなく，研究情報そのものになっている。
? リポジトリはOAの手段のひとつであるが，論文の公開だけ
でなく，eScienceを担う機能も持ちうる。
? 研究者は成果を公開したいだけで， “copyright” と “right 
to use” の違いなんて知らない。それは教育的課題だ。
– 日本と同じだ！
? APSは “free access” ではないけれど， “open access”
です。
– 学会の存在価値を保つ道？
? Best effortを目指すべきで，それがcheapestとは限らな
い。
– 長期的視点の重要性
Danke schön. 
? Berlin 6
– http://www.berlin6.org/
– 会議のプレゼンテーション、ビデオ
– 参加者がブログに書いたレポートへのリンク
? Berlin Declaration
– http://oa.mpg.de/openaccess-
berlin/berlindeclaration.html
– ベルリン宣言について
– ～Berlin5までのプレゼンテーションなど
